
ＳＢＣパートナーズ税理士法人

代表社員 柴田 昇氏
累計10回以上、会計事務所の承継（M&A）を
経験された税理士法人代表の柴田氏より
「失敗しない士業のM&A」そして、戦略的に
譲渡して幸せになっている事務所の実態、
M&Aを活用して成長する会計事務所の成長戦略
について今回初めてお話いただきます。

会計業界M&A事例満載！

株式会社船井総合研究所

会計事務所業界 M&A後のリアルを
語っていただきます

会計事務所の所長先生向け

M&Aセミナー

参加費

０円

オンライン
なので

どこからでも

参加可

オンライン
なので

他社に情報が
もれない

新型コロナウィルス感染症に罹患された
皆さま、および関係者の皆さまに心より
お見舞い申し上げます。

主
催

株式会社船井総合研究所 〒５４１‐００４１ 大阪市中央区北浜４-４-１０ 船井総研大阪本社ビル

船井総研セミナー事務局
Email：seminar271@funaisoken.co.jp

※お問合せの際は「セミナータイトル・お問い合わ
せ NO・お客様氏名」を明記のうえ、ご連絡ください。

会計事務所向け
M&Aセミナー
お問い合わせＮo.
S086228

10回以上会計事務所のM&A経験
特別ゲスト講演

☑会計事務所業界のM&A時流・事例
が知りたい方

☑事務所の譲渡をご検討されている方
☑士業Ｍ＆Ａの種類とメリット・
デメリットを知りたい方

☑会計事務所のM&Aは難しいのでは？
と思われている方

☑自社の価値を知りたい方



お申し込みはコチラから
会計事務所向けM&Aセミナー お問い合わせＮo.S086228
お申し込み後、マイページの案内をもってセミナー受付とさせていただきます。全日程とも内容は同じです。ご都合の良い日程をお選びください。

本講座はオンライン受講となっております。諸事情により受講いただけない場合がございます。ご了承ください。
オンラインミーティングツール「Zoom」を使用いたします。Zoomご参加方法の詳細は「船井総研 web参加」で検索。

日時・会場

●お申込いただいたにも関わらずメールがお手元に届かない場合は、下記船井総研セミナー事務局宛に
メールにてご連絡ください。
●ご参加を取り消される場合は、開催３日前まではマイページよりキャンセルをお願い致します。それ以
降は下記船井総研セミナー事務局宛にメールにてご連絡ください。

受講料 無料

① 2022年6月10日（金）13時～15時（ログイン開始12時30分）

② 2022年6月11日（土）13時～15時（ログイン開始12時30分）

③ 2022年6月17日（金）13時～15時（ログイン開始12時30分）

④ 2022年6月18日（土）13時～15時（ログイン開始12時30分）

お申込期限

6月6日（月）
23時59分まで

6月7日（火）
23時59分まで

6月13日（月）
23時59分まで

6月14日（火）
23時59分まで

お申込方法
右記QRコードよりお申込みください。
または、船井総研ホームページ（www.funaisoken.co.jp）
右上の検索窓にお問合せNo「086228」を入力、検索ください。
受講票はWEB上でご確認いただけます。

お問合せ

船井総研セミナー事務局

Email：seminar271@funaisoken.co.jp
※お問合せの際は「セミナータイトル・お問い合わせ NO・お客様氏名」を
明記のうえ、ご連絡ください。

TEL：0120-964-000（平日9:30～17:30） ●申込に関するお問い合わせ：天野 ●内容に関するお問い合わせ：柴崎
※お申込みに関してのよくあるご質問は「船井総研 FAQ」と検索しご確認ください

開催概要

第1講座

第2講座

第４講座

税理士法人マーケットとM&Aの実情
・税理士法人マーケットの現状と展望 ・税理士法人の成長モデル大公開

講師：株式会社船井総合研究所 M&A支援室 柴崎智弘

【基調講演】譲渡事務所経営者の事例大公開
・譲渡意思を決める前の状況 ・譲渡の意思を固めた背景とその理由
・譲渡先検討した際のプロセス ・譲渡先選定における重要事項
・基本合意から事業譲渡契約までのプロセス大公開 ・譲渡を検討している経営者へ

ゲスト講師：ＳＢＣパートナーズ税理士法人 代表社員 柴田昇氏

まとめ M&Aを通じて事務所経営を良くしていきたいと思っている経営者様へ

講師：株式会社船井総合研究所 M&A支援室 マネージャー 中野宏俊

第３講座
税理士法人M&Aを成功させるためのポイント
・譲渡検討から基本合意までのプロセス ・基本合意から譲渡契約までのプロセス
・譲渡契約から成約までの注意点

講師：株式会社船井総合研究所 M&A支援室 柴崎智弘


